
専大スポーツ
の黄金時代へ

イマジネーションを持って「変化」に
柔軟に対応できるかどうかが、非常に
重要です。試合に出場している本学の
選手たちを見ていると、「本当に凄い
な！」と思います。僕自身、普段の生
活で「変われ！」と言われても、なか
なか変われないですからね。
　勝因の大きな要素として挙げられる
のは、スカウティングです。スカウテ
ィングで8割は決まってしまうくらい、
監督にとって大事です。そのため、高

校生の試合では新人戦、インターハイ
の予選、県大会等々、全国の試合を欠
かさず観に行くようにしています。
　僕のスカウト能力はＪリーグからも
評価されていますが、チェックするポ
イントとして、まず技術があるかどう
か。次に性格。それと、その選手がサ
ッカーを教えてもらった過程です。た
とえば中学はどこで、高校はどこなど
を詳しくチェックします。自分のスカ
ウティングのスタイルとして好きなの
は、関係者が手をつけない選手をシブ
く採りに行くこと。逆に売り込みに来
るような選手は、あまり採らないです
ね。　　　　　　　　　　　　 　（談）

ほうが面白い！」と感想を述べています。
　初優勝という奇跡ともいえる結果が
出せた勝因は、試合に出場する選手11
人全員に、「向上心」があったからだと
思います。本学に入学してくる選手は
高校時代、代表歴もなく二番手、三番手、
ひょっとすると四番手です。スカウトに
あたって、判断の一番の決め手は「向上
心」です。六大学に行く選手は周囲から、
ちやほやされるせいか、強い「向上心」
があまり感じられない人もいます。
　加えて、「変化」に対応できるかど
うか。本学のサッカーは、とにかく「変
化」を求めます。練習や試合のさまざ
まな状況において、選手一人ひとりが

　インカレで初優勝して以来、サッカ
ー部のOB、校友、大学関係者などから、
たくさんの祝福のメールや電話をいた
だきました。一番大きな反応は、Ｊリー
グを含めて日本サッカー協会から評価
してもらったことではないかと思います。
専用グラウンドのない練習環境でも、
こういうサッカーができる、結果が出
せる……。協会の偉い人が観戦して「い
い内容で、面白い！」とか、Ｊリーグの
人たちも「Ｊリーグより、専大の試合の
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2012年1月5日、東京・国立競技場は、
歓喜と熱気に包まれた。サッカー部が関
東リーグ１部制覇に続き、「全日本大学
サッカー選手権大会」に初出場、初優
勝という、まさに快挙を成し遂げたのだ。
大学日本一となった源平貴久監督に、そ
の勝因やチームづくりなどについて、うか
がった。 ↙

村田監督へ

「トレーニング方法をはじめ、お互いに良いところ
を取り入れて、頑張っていければと思っています。
大学内にサッカー部やラグビー部の部員をはじめ、
体育部全体で、情報交換や意見交換などができ
る場所があると面白いですね」
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